
 
「世界津波の日」2019高校生サミット in 北海道 

“ 記憶を未来へ、備えを明日へ ” 

～ 北の大地からイランカラプテ。自然災害の脅威と対応を学ぶ ～ 

開催要項（案） 
 

１ 開催趣旨 

11月５日の「世界津波の日」は、津波の脅威と対策について理解と関心を深めることを目的に、

2015年12月の国連総会において、日本が提唱し、我が国をはじめ142か国が共同提案を行い、全

会一致で採択されました。 

翌2016年からは、世界各国の高校生が津波の脅威と対策について学ぶ場として、「世界津波の

日」高校生サミットが開催されており、2016年の高知県では「黒潮宣言」、2017年の沖縄県では

「若き津波防災大使ノート」、そして、昨年の和歌山県では「稲むらの火継承宣言」が採択され

ています。 

日本最北の地、北海道に住む私たちは、四季折々で表情を変える豊かな恵みを受けながら暮ら

していますが、時として地震や津波、火山噴火、暴風雪など自然の脅威にさらされてきました。

昨年９月の北海道胆振東部地震では、大規模な斜面崩壊の発生や液状化による家屋の倒壊など

甚大な被害が発生し、また、1993年７月の北海道南西沖地震では、地震発生後の津波や火災によ

り社会・経済基盤にも壊滅的な被害を受け、それぞれ多くの尊い命が失われたところです。これ

らの災害からの復旧・復興に際しては、関係者により多大な努力が払われるとともに、各地から

大きな支援が寄せられ、速やかに対策が講じられてきました。こうした過去の災害を踏まえ、今

後、巨大地震の発生が想定される千島海溝沿いの北海道東部地域などでは、住民の安全・安心を

確保するため、防災・減災に向けた様々な取組を進めています。 

世界的に見ても、約23万人の犠牲者を出した2004年のインドネシア・スマトラ沖地震・津波の

ほか、2005年のパキスタン地震、2008年の中国四川大地震、ミャンマーのサイクロン・ナルギス、

2010年のハイチ地震、そして2011年の東日本大震災など、いずれも数十万・数万人規模の犠牲者

を出した大災害が発生し、世界の持続可能な開発を進める上で、災害被害の軽減は国際社会の重

要な課題です。 

私たちには、こうした世界共通の脅威である大規模自然災害に対し、災害の記憶を教訓として

防災・減災対策に取り組むとともに、ひとたび災害が発生した際には、迅速な避難などにより命

を守り、その後は速やかな復旧・復興、また、「より良い復興」に向けた行動をとることが求め

られており、そのためには世界各国の相互理解と連携が欠かせません。 

本年は、ここ“北の大地”北海道において、地震や津波などの災害から国民の生命、身体、財

産の保護、国民生活及び国民経済に及ぼす影響を最小化できる国土強靱化を担う将来のリーダ

ーの育成と、世界各国の「きずな」を一層深めることを目的に、「世界津波の日」2019高校生サ

ミット in 北海道を開催します。 

 

 

２ 主  催    北海道、北海道教育委員会 

 

３ 共  催    国連国際防災戦略事務局（UNISDR）駐日事務所  

 

４ 後援(予定)   国土強靱化推進本部、内閣府政策統括官（防災担当）、外務省、文部科学省、 

国土交通省、気象庁、経済協力開発機構（OECD）、東アジア・アセアン経済研究 

センター（ERIA） 

 

５ 開 催 日    2019年９月10日（火）～９月11日（水）  

 

６ 会  場    北海道立総合体育センター「北海きたえーる」 

          （所在地：札幌市豊平区豊平５条11丁目１-１） 

 

別紙１ 



７ 参 加 者    約４４０名（高校生及び引率者） 

海外参加者 約２７０名（参加４４カ国（予定）） 

国内参加者 約１７０名（北海道含む。） 

 

８ 使用言語    英語 

 

９ 参 加 費    ２泊３日（２朝食２昼食）19,000円程度 

【内訳】昼食代：１人3,000円程度（１食1,500円程度×２日分） 

             宿泊費：２泊３日（９月９日～11日。２朝食付き） 

１人16,000円程度 

※宿泊費は部屋タイプにより異なるため、シングル利用時の料金を 

お示ししています。 

              ※９月９日（月）の昼夕食は各自で手配をお願いします。 

９月10日（火）の夕食はレセプション（無料）を予定しています。 

 

10 宿泊施設       ホテルライフォート札幌（所在地：札幌市中央区南10条西１丁目） 

ホテルリソル札幌中島公園（所在地：札幌市中央区南９条西４丁目４-４-10） 

 

11 交通手段       高校生サミット期間中(９月10日及び11日)の「ホテル～サミット会場～レセ

プション会場」間の移動及び９月11日終了後のサミット会場から新千歳空港ま

での移動には、主催者にてバスを用意します。 

上記以外の移動については、各自で対応願います。 

 

12 日    程 

９月10日（火） 

［午前］ 分科会ブリーフィング 

［午後］ 開会式、分科会 

［夕方］ レセプション 

９月11日（水） 

［午前］ 記念植樹 

［午後］ 総会・閉会式 

  ※プログラムは現時点の予定であり、変更となる場合があります。 

 

13 テーマ・分科会 

(1) 全体テーマ 

  “ 記憶を未来へ、備えを明日へ ” 

   ～ 北の大地からイランカラプテ。自然災害の脅威と対応を学ぶ ～ 
「イランカラプテ」・・・アイヌ語で「こんにちは」を意味します。北海道では「あなたの心にそっとふれさせて 

いただきます」というメッセージが込められたおもてなしの合言葉にしています。 

(2) 分科会の分野 

   ①知識を得る ～過去の教訓の伝承 

災害に対して適切な意志決定や行動選択をするためには、過去の災害について知ることや、

自然災害等の現状や原因、減災等について学習することが求められます。 

    

②意識を高める ～災害への備えと迅速な避難 

災害の種類に応じて自ら安全を確保するための行動ができるようになるには、訓練などを

通し、台風や地震など自然現象に伴う危険を理解・予測し、それに適した行動ができるよう

にするとともに、日常的な備えを行うことが求められます。 

    

③復興に向け共に行動する ～社会貢献、被災当事者と支援者の視点 

安全で安心な社会を共につくっていくためには、地域社会の安全活動やより良い復興に向

けた取組に進んで参加・協力し、貢献することが求められます。 


